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ChatGPT先生との会話                                            SC01 

 

先生！ 大手の工場の工業用水のおおよその使用量と金額を教えてください  

 

ChatGPT 

大手工場の工業用水の使用量コストは、工場の規模や業種によって大きく異なりま

すが、以下に一般的な目安を紹介します。 

1.工業用水の使用量の目安 

• 大規模工場（自動車製造、鉄鋼、化学など）では、1日あたり数千～数万立方

メートルの工業用水が使用されることがあります。 

• 例、自動車工場では 1台の車を製造するのに平均して約 500～3,000 リットル

の水が必要とされています。 

• 鉄鋼工場や化学工場は、冷却や洗浄、プロセス水に多くの水を使うため、より

大量の水が使われます。 

2.工業用水のコスト 

• 工業用水のコストは地域や契約内容によっても異なりますが、一般的には 1

立方メートルあたり 100～300円程度です。 

• 例えば、1日あたり 10,000立方メートルの水を使用する工場では、1日の水コ

ストが 100万円～300万円程度になることがあります。 

3.具体的な例 

• 自動車製造工場：年間で数百万立方メートルの水を使用し、そのコストは数千

万円にも及ぶ可能性があります。 

• 食品加工工場：水の使用量は生産規模によりますが、1日あたり数千立方メ

ートル程度の使用量が一般的です。 

4.水リサイクルの導入による削減 

最近は、水リサイクルシステムを導入している工場が多く、使用量やコストを大幅に

削減しています。 リサイクル水を使うことで、使用量を 30～50%削減できる場合もあ

ります。 
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このように、工業用水の使用量やコストは非常に大きな変動がありますが、これらの

目安が参考になります。 

40 

あなた: 

その他もう少し詳しく教えてください 

チャット GPT: 

業種ごとの工業用水の使用量やコストについて、もう少し詳しく説明します。工業用水

は、製造プロセスの冷却、洗浄、化学反応、製品の形成などに使われるため、業種に

よって必要量や用途が異なります。 

1.自動車製造業 

• 水の使用量の目安:自動車 1台あたり、約 500～3,000 リットルの水が使用さ

れます。これには塗装、洗浄、冷却などが含まれます。 

• 大規模工場の年間使用量: 1工場あたり、年間で 100万～500万立方メート

ルの給水消費することが多いです。 

• 水コスト: 1立方メートルあたり 100～300円のコストを考慮すると、年間の水コ

ストは 10億～15億円にもなる可能性があります。 

2.鉄鋼業 

• 水使用量の目安: 鉄鋼工場では、鉄を冷却したり、製造ラインを清潔に保つた

めに大量の水が必要です。1 トンの鋼を生産するために、約 20～50立方メー

トルの水が必要です。 

• 大規模工場の年間使用量: 大規模な鉄鋼工場では、年間で数千万立方メー

トルの水を使用することがあります。 

• 水コスト: 年間水コストは、数億額数十億円規模になることがあり、特に冷却

水が大きな要素です。 

3.化学工業 

• 水の使用量の目安: 化学反応や冷却、溶解、などに多くの水を使用します。

例えば、1 トンの化学製品を生産するのに約 10～50立方メートルの水が必要

です。 
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• 大規模工場の年間使用量: 化学工場全体では、年間で 500万～3,000万立

方メートルの水を使用するのが一般的です。 

• 水コスト: 年間コストは、数億円規模に達することがありますが、化学物質のリ

サイクルや水の再利用によってコストを削減している工場も増えています。 

4.食品加工業 

• 水の使用量の目安: 食品の洗浄や加工、殺菌に多くの水が使用されます。例

えば、1 トンの製品を生産するのに約 5～20立方メートルの水が必要です。 

• 大規模工場の年間使用量: 食品加工工場の年間使用量は、100万～2,000

万立方メートル程度が一般的です。 

• 水コスト: 年間の水コストは、1,000万円～数億円程度です。 特に、食品の安

全基準を満たすための水質管理が重要です。 

5.製紙業 

• 水使用量の目安: 製紙業は工業用水の最大の消費者の一つであり、紙の製

造過程で大量の水を使用します。1 トンの紙を生産するのに、約 50～200立

方メートル水が必要です。 

• 大規模工場の年間使用量: 製紙工場は年間で 1,000万～3,000万立方メート

ルの水を使用することがあります。 

• 水コスト: 年間水コストは、数億円に達しますが、最近は水のリサイクル率が

考えられており、使用量削減が進んでいます。 

6.電子・半導体製造業 

• 水使用量の目安: 半導体製造では、クリーンな超純水が必要です。1枚のシ

リコンウェハを洗浄するのに数百リットルの水が必要で、製造工程全体では 1

枚あたり約 1～2立方メートルの水を使用します。 

• 大規模工場の年間使用量: 半導体製造工場では、年間 100万～1,000万立

方メートルの水を使用します。 

• 水コスト: 年間水コストは、1億～数億円程度になることがあります。 特に超

純水の生成や水質管理にかかるコストが高いです。 
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7.製薬業 

• 水の使用量の目安: 製薬工場では、医薬品の製造や設備の洗浄に大量の水

が使用されます。1 トンの製品を生産するために約 5～30立方メートルの水

が必要です。 

• 大規模工場の年間使用量:年間 50万～1,000万立方メートルの水を使用する

製薬工場もあります。 

• 水コスト: 医薬品の安全性や純度のために超純水が必要であり、そのための

処理コストも高く、年間で数億円に達することがあります。 

 

まとめ 

業種ごとに必要な工業用水の量やコストは大きく異なりますが、大手工場の場合、年

間数百万から数千万立方メートルの水を使用し、そのコストも数千万千万円に及びま

す。また、リサイクル水の導入や効率化が進んでおり、使用量削減によるコストの低

減が企業にとって重要な課題となっています。 

具体的な工場の規模や業種に応じた詳細な見積もりを行う場合、地域水供給業者や

水処理システムプロバイダーからの情報も参考にすることが推奨されます。 

40 

あなた: 

省エネで工業用水の削減に賛成した参考例を教えてください 

チャット GPT: 

効率を考えて工業用水の削減に成功した例はいくつかあります。工業用水の削減

は、環境負荷の軽減やコスト削減につながるために、多くの企業が積極的に取り組ん

でいます。 いくつかの具体的な成功事例を紹介します。 

1.トヨタ自動車の工業用水削減 

• 取り組み内容: トヨタ自動車は、工場の製造プロセスにおける工業用水の削

減に検討できました。例えば、車体の塗装工程で使用する水の再利用技術を

導入し、排水を処理して再び使用することで新たな水の消費を抑制しました。
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また、工場内で水のリサイクルシステムを整備し、工場全体で水の使用量の

削減を図りました。 

• 成果: この取り組みの結果、塗装工程の水使用量は 35％削減され、全体とし

て年間で数百万立方メートルの水使用削減に成功しています。また、工場全

体の水リサイクル率が 80％以上です。 

2.日産自動車のエコフレンドリーな塗装プロセス 

• 取り組み内容: 日産自動車では、新しい塗装技術を導入することで、工業用

水の使用量を大幅に削減しました。 特に、塗装ブース内で使用する水量を減

らすために、塗料の揮発性を高める技術や塗装、工程の自動化による無駄な

水の使用を削減しました。 

• 成果: 塗装ラインでの工業用水の使用量は 50％削減され、これにより年間で

数千トンの水が節約できています。 

3.花王（Kao）の工場での水再利用システム 

• 取り組み内容: 化学・日用品メーカーの花王は、洗浄工程や冷却に使用する

工業用水の削減に力を入れています。具体的には、排水処理技術を強化し

て、排水を工場内で再利用しています。また、冷却水の再利用と回収率を向

上させるために、新規の工業用水の使用を真剣に取り組んでいます。 

• 成果: 花王はこの取り組みを大切に、工場全体で水使用量を年間 20％以上

削減し、工場によっては 90％に近いリサイクル率を達成しています。 

4.旭硝子（AGC）のガラス製造工程での水削減 

• 取り組み内容: 旭硝子は、ガラス製造プロセスで大量の工業用水を使用して

いましたが、冷却水の再循環システムを導入し、排水を再利用する技術を開

発しました。また、それに伴い製造ラインの水の使用量を最適化しました。 

• 成果: 冷却水の再利用システムにより、使用する新規水量が 50％以上削減

されました。これにより、年間数百万立方メートルの水使用削減を実現しまし

た。 

5.サントリー（Suntory）グループ水管理プロジェクト 

• 取り組み内容: サントリーは飲料業界のリーダーとして、製品製造段階で使用

する工業用水効率的に管理するプロジェクトを実施しました。 サントリーは
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「水のサステナビリティプログラム」、工場で使用する水のリサイクル率を向上

とともに、排水を浄化して環境に戻す技術を強化しました。 

• 成果: サントリーの取り組みにより、工業用水の使用効率が向上し、1 リットル

の製品を作るために必要な水の量が 20％削減されました。 特に、再利用水

の割合が上昇し、工場ごとに年間数百万リットルの水使用削減が達成されて

います。 

6.住友化学の水削減への取り組み 

• 奮闘内容: 住友化学は化学製品の製造工程において、冷却水の再利用やプ

ロセス水の効率利用に焦点を当てました。 特に、冷却水の循環システムの最

適化や、水蒸気を重視させて再利用するシステムを導入し、工業用水の消費

量を大幅に削減しました。 

• これにより、住友化学は年間で工場全体の水使用量を 30％削減し、特定のプ

ロセスでは 60％以上の削減を達成しています。 

7.ユニ・チャームの製造ラインでの水削減 

• 取り組み内容: 日用品メーカーのユニ・チャームは、製品の製造プロセスで使

用する水の量を重視するために、工場内の製造ラインで水のリサイクルシス

テムを導入しました。 特に、洗浄水や冷却水の再利用に力を入れています。 

• 成果: この取り組みにより、年間で数千トンの水使用量を削減することに成功

し、工業用水のコストも大幅に削減されました。 

 

これらの企業は、制限水の使用量を削減するだけでなく、排水のリサイクルや、使用

量を最適化する技術を導入することで、コスト削減と環境保護の両立を図っていま

す。企業が真剣に考えて省エネやコストダウンを実現しており、これらの事例は他の

企業にも参考となる考え方です。 

40 

 

あなた: 

今の内容の中小企業の例も教えてください 
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チャット GPT: 

中小企業でも工業用水の削減に成功した事例はあります。中小企業は大企業に比

べて資源が制限されることが多いですが、コスト削減や環境負荷軽減に向けた創意

工夫や効率的な対策の具体的な事例を紹介します。 

1.株式会社サンエツ 

• 業種: 金属加工業 

• 取り組み内容: 株式会社サンエツは、金属部品の洗浄工程で大量の工業用

水を使用していましたが、洗浄水の再利用システムを導入しました。さらに、洗

浄槽のろ過システムを改善し、循環水をきれいにして、新規水補給量を大幅

に削減しました。 

• 成果：洗浄水の再利用率が大幅に向上し、年間で 20％の工業用水使用量削

減を達成。また、水の使用量削減に伴い、排水処理コストも削減できました。 

2.有限会社山口産業 

• 業種: プラスチック成形業 

• 取り組み内容: 有限会社山口産業では、プラスチック成型に必要な冷却水を

大量に使用していましたが、冷却水の再循環システムを導入し、工業用水の

消費量を削減しました。また、継続的に改修していた冷却システムを、循環方

式に変更しました。 

• 成果：冷却水の再利用システムにより、年間で 30％の水使用量削減を実現

し、冷却効率も向上しました。また、エネルギー消費量も削減され、コストダウ

ンにも成功しています。 

3.株式会社アイエム 

• 業種: 化学製品製造業 

• 取り組み内容: 化学製品の製造工程で大量の工業用水使用していた株式会

社アイエムは、排水の処理システムを改善し、排水を再利用することで工業用

水の新規使用量を削減しました。 洗浄工程で使用される水のろ過システムを

導入し、何度も再利用できる仕組みを構築しました。 

• 成果: この取り組みの結果、水使用量が年間 40％削減され、同時に水の再

利用により排水処理コストも削減されました。 
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4.株式会社トモエ電機製作所 

• 業種: 電子部品製造業 

• 結論：小型電子部品の製造に必要な洗浄工程で工業用水を大量に使用して

いましたが、排水のリサイクル技術を導入し、使用済みの水をろ過して再利用

するシステムを構築しました。また、洗浄工程の見直しも行い、無駄な水の使

用を削減しました。 

• 成果：工業用水の使用量が年間 50％削減され、水全体の使用コストも大幅に

カットされています。さらに、環境面での負荷も軽減され、企業としての環境貢

献も強化されています。 

5.有限会社サカエ工業 

• 業種: 精密機械加工業 

• 取り組み内容: 有限会社サカエ工業は、製品の加工工場で発生する熱を冷

却するために大量の水を使用していましたが、冷却水の循環利用システムを

導入することで新規の水使用を最小限に抑えます。さらに、配管システムを改

善し、冷却効率を高めることで水の使用量を減らしました。 

• 成果：冷却水使用量が 30％削減され、工業用水にかかるコストも削減されま

した。これにより、製造コスト全体の削減にも成功しました。 

6.株式会社ニシカワ 

• 業種: 食品加工業 

• 取り組み内容: 食品加工の製造過程で使われる水の使用量を削減するた

め、株式会社ニシカワでは、節水型の設備を導入しました。 特に、洗浄工程

で水の使用を減らすために自動制御システムを導入し、必要な量の水だけを

使用する工夫を行いました。 

• 成果：節水型設備と自動制御の導入により、年間で工業用水の使用量が

25％削減され、同時に水道料金のコストも大幅に削減されました。 

 

これらの事例からわかること 

中小企業での工業用水削減の成功事例は、規模が大きくなくても、適切な技術や工

夫を施すことで効果的に水使用を抑え、コストを削減できることを示しています。 以

下のような対策が効果的です。 
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1. 水の再利用・循環システムの導入:排水のリサイクルや冷却水の循環利用を

行うことで、新たな水の利用を心がけます。 

2. 工程の見直しと効率化:水を必要とするプロセスの最適化や設備の改善を行

い、無駄な水の使用を防ぎます。 

3. ろ過システムの導入：洗浄工程で使用する水をろ過し、再利用することで水の

消費量を減らします。 

これらの取り組みは、コスト削減だけでなく、環境保全への貢献や持続可能な経営が

実現可能になります。 

40 

あなた: 

工業用水の使用量を計測する各種センサーとおおよその価格を教えて 

チャット GPT: 

工業用水の使用量を計測するために使用される各種センサーには、流量センサーや

水道メーター型のセンサーが一般的です。これらのセンサーは水の流量を突然計測

します。工業用水の使用量を計測する主要なセンサーの種類とおおよその価格帯を

紹介します。 

1.超音波流量計 

• 概要: 超音波技術を使用して、配管の外側から非接触で流量を測定します。

設置が比較的簡単で、配管を切断せずに取り付けることができます。 

• 特徴：非接触型、太い配管サイズに対応、高精度 

• おおよその価格: 1台あたり 20万円～60万円程度 

• 用途：高精度な計測が必要な工場や大型の水道システム 

2.電磁流量計 

• 概要: 水の流れによって電磁誘導を利用して流量を測定します。導電性のあ

る液体（水など）に適しており、設置には配管内部にセンサーを設置する必要

があります。 

• 特徴：高精度、低メンテナンス、広範囲流量対応 

• おおよその価格: 1台あたり 15万円～50万円程度 
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• 用途: 工場水供給システムや処理水の流量管理 

3.タービン式流量計 

• 概要: 配管内を流れる水の力でタービンが回転し、その回転数から流量を測

定します。シンプルな構造で比較的安価に導入できるのが特徴です。 

• 特徴：コストパフォーマンスが高く、簡単な設置 

• おおよその価格: 1台あたり 5万円～20万円程度 

• 用途:中小規模の工場や特定の機器の水使用量測定 

4.渦流（ボルテックス）流量計 

• 概要: 流体が物体を通過するときに発生する渦流を利用して、流量を測定し

ます。高温や高圧の水にも対応でき、耐久性が優れています。 

• 特徴：耐久性が高く、高温・高圧の流体にも使用可能 

• おおよその価格: 1台あたり 10万円～40万円程度 

• 用途：特殊な条件下（高温・高圧）の水の流量測定 

5.差圧式流量計 

• 概要: 配管内の圧力差を利用して流量を測定する方式です。古典的な技術

で、現在も様々な産業分野で広く使用されています。 

• 特徴：シンプルで信頼性が高く、導入コストが比較的安価 

• おおよその価格: 1台あたり 10万円～30万円程度 

• 用途:水を含む液体の一般的な流量測定に使用 

6.オーバルギア流量計 

• 概要: 配管内を流れる水がオーバルギアを回転させることで流量を計測しま

す。比較的高精度で、少量の流量にも対応可能です。 

• 特徴：精度が高く、少量の流量にも対応 

• おおよその価格: 1台あたり 8万円～30万円程度 

• 用途：小規模な水使用量の正確な計測 

7.水道メーター型流量計 

• 概要: 一般的な水道メーターと同様の仕組みで、水の流量を測定します。シン

プルな構造で、手軽に導入できる機械が特徴です。 
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• 特徴：コストが低く、導入が簡単 

• おおよその価格: 1台あたり 1万円～5万円程度 

• 用途: 工場内の個別設備や部門ごとの水使用量管理 

 

システム導入におけるその他のコスト（計測 1か所当たりの価格） 

• センサーの設置工事費: センサーの種類や設置場所により異なりますが、工

事費はおよそ 5万円～20万円ほどかかることが一般的です。 

• データ収集・管理システム:センサーからのデータを保管し、一時で監視するた

めのシステムも必要です。ソフトウェアの導入費やクラウド管理費などが含ま

れます。 

o ソフトウェア導入費：10万円～50万円 

o クラウド管理費（年間） : 5万円～20万円 

 

結論 

工業用水の使用量を正確に計測するためには、工場の規模や用途に応じたセンサ

ーを評価することが重要です。価格帯は 1万円～60万円程度までの幅があります

が、コストパフォーマンスや用途を考慮して適切なセンサーを導入することで、工業用

水の効率的な管理が可能になります。 

40 

 

 

あなた: 

今のセンサーのおよその取付工事費を教えて 

チャット GPT: 

工業用水の使用量を計測するセンサーの取り付け工事費用は、センサーの種類、設

置場所、配管の条件などによって異なりますが、一般的なおおよその範囲を以下に

示します。 
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センサーごとの取り付け工事費用の目安 

1. 超音波流量計の取り付け費 

o 概要: 非接触型、配管を切断せずに外部から可能。設置場所が確保

できれば、取り付けが比較的簡単です。 

o おおよその工事費：5万円～15万円 

2. 電磁流量計の取り付け費 

o 概要: 配管内部にセンサーを設置するため、全ての配管を一時的に停

止し、センサーを止める工事が必要です。これにより工事の規模が大

きくなることもあります。 

o おおよその工事費：10万円～30万円 

3. タービン式流量計の取り付け費 

o 概要: 一括式はシンプルな設置が可能ですが、配管内部にメンテナン

スの必要があるため、配管を切断してワンタッチの場合は工事費がか

かります。 

o おおよその工事費：5万円～15万円 

4. 渦流（ボルテックス）流量計の取り付け費 

o 概要: これも配管内に設置するため、配管の一部を切断して中断する

必要がありますが、特殊な設置方法が要求される場合があり、工事費

がやや高額になる場合があります。 

o おおよその工事費：10万円～20万円 

5. 差圧式流量計の取り付け費 

o 概要: 差圧式流量計は、配管に圧力センサーを設置するための工事

が必要であり、取り付けが比較的シンプルな場合もありますが、配管

の構造では工事費が多くなります。 

o おおよその工事費：5万円～15万円 

6. オーバルギア流量計の取り付け費 

o 概要: 小型で簡単に設置できる場合が多いですが、特定の流量条件

や配管形状に合わせた取り付け工事が必要な場合があります。 

o おおよその工事費：5万円～10万円 

7. 水道メーター型流量計の取り付け費 

o 概要: 水道メーター型の流量計はシンプルな設置が可能で、工事費は

最も安く使えることが多いです。 

o おおよその工事費：3万円～10万円 
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工事費用に影響する要素 

• 配管の材質やサイズ: 配管がステンレスなど硬い材質で、大型で長くなると、

工事費が高くなる傾向があります。 

• 配管のアクセス性:配管が壁や床に隠れている場合、取り付け作業が複雑に

なるため、工事費が増加します。 

• 配管システムの状態: 古い配管や劣化した配管がある場合、補強工事や交

換が必要になることがあります。 

• センサーの数：多数のセンサーを一度に設置する場合、工事費が割安になる

こともあります。 

 

結論 

工業用水のセンサーの取り付け工事費用は、1台あたり 3万円～30万円程度が目

安となります。 センサーの種類や設置条件によって費用は異なりますが、上記の範

囲内で想定することが可能です。 

40 

 


